
大正時代のはじめ頃、全国各地に四国八十八ヶ所巡りを摸した「写し霊場」がつくら
れました。佐久島でも今 から９５年ほど前（大正５年）、島内各所に八十八ヶ所の小
さな弘法大師の祠が作られたそうです。戦前には、 本士から弘法巡りの巡礼者た
ちが多く訪れ、阿弥陀寺の宿坊に滞在してにぎやかに島を巡ったと伝えられて い
ます。旧暦3月2１日の弘法祭りでは、島中の祠に美しい花が飾られる「お接待」と
呼ばれるふるまいがあり、当時のにぎやかさを偲ぶことができます。佐久島弘法プ
ロジェクトは2010年から3ヶ年計画で、失われた祠 を建築の力を借りてよみがえ
らせ、失われた弘法大師座像も二人のアーティスト（ふるかはひでたか／松岡徹）
が制作することで、20１2年にハ十八ヶ所巡りの復活が完了しました。佐久島弘法
道は、佐久島の歴史、 島民の風習をたどる新たな散策道です。足もとにお気をつ
けて、心静かにお巡りください。

平安時代初期(774年）に生まれた弘法大師（法名：空海）は、日本に真言密教を伝
えた真言宗の開祖です。 故郷の四国で山岳修行をした霊跡は、江戸時代に札番号
を付けてまとめられ、「四国ハ十八ヶ所」の霊場巡り として現在も多くの信仰を集
めています。




